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博士の学位論文審査結果の要旨 
 
Sclerostin inhibits interleukin-1β-induced late stage chondrogenic differentiation 








































答：軟骨において有効かどうかが in vivo などでも効果は分からず、骨粗鬆症で使用され
ている薬剤の真逆なものなので、安全性の担保もされておらず、今後関節内投与などの
実験を重ねれば臨床応用は可能であると考える。2.OA は変性疾患で、メカニカルな因
子、加齢など様々で、結果として炎症を起こしているわけで、結果を抑えているだけでは
ないか。申請者応答：確かにマルチファクトリアルなものであるが、手術などでメカニカル
ストレスを減らした状態で関節内投与をすることも一つの手だと思う。ただ、結果を抑え
ること自体でも十分に効果を出すと思う。OA は一度変性が始まると不可逆性な変化を
辿るため、いかに抑えるかが重要である。3.今後実験をさらに発展させるためにはどの
ようにすれば良いか。申請者応答：半月板切除のモデルや関節炎誘導モデルを用いた
動物実験が有効だと思う。4.先生の研究への関与はどの程度のものでしょうか。申請者
応答：実験に関しては実験助手ともに自分で行った。データの収集、統計などは全て自
分で行った。ただ、論文作成については熊谷先生を中心にかなりアドバイスしていただ
いた。この他にも質疑が行われたが、いずれも適切な回答が得られた。 
本研究は、OA の進行を予防する因子としてのスクレロスチンの役割を示した、学術的
かつ臨床的に高く評価できる内容である。審査の結果、申請者は本学位論文の内容を
中心に幅広い質問に的確に回答し、この課題について深い理解と洞察力を持っていると
判断した。以上より本研究は博士（医学）の学位に値するものと判定された。 
 
